
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ２学期がスタートしました。迫中生はこの夏休み，厳しかった暑さにも負けずに，県大会，吹奏楽

コンクール，駅伝練習，２学期の行事の準備などよく頑張りました。この調子で２学期の活躍も期待します。

今回の学校だよりでは，始業式の校長式辞，各学年・生徒会代表の所感など様々な内容をお知らせします。 

 

２学期始業式 校長式辞より                        
 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期始業式 各学年代表・生徒会代表の所感発表より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴田町立船迫中学校 

学校だより 第９号 

平成３０年８月２８日 

文責 教頭 

 

啐は殻の中で雛が突っつく音 

啄は母鶏が殻を噛み破ること。 

またと得難い良い時期を意味する。 

 私の２学期の目標の一つ目は，学習に専念し課題を克服することです。私の第一志望校は現段階では難し

い状況ですが，入試まではまだ５ヶ月あります。その時間をうまく活用すれば，結果は大きく変わると私は思

います。入学するためには自分の努力が必要不可欠です。必死に取り組み，その上に応用を積み重ね，１年生

から３年生までの範囲をすべて学習しようと思います。特に私は数学と英語がやや苦手なので，それらを重点

的に学習して課題を克服し志望校に絶対合格するという心構えで頑張ります。                               

                               ３年生代表 鈴木 隆浩 

 

 

 

現在インドネシアのジャカルタでアジア大会が行われていますが，私が注目したのがバドミントン男子の

桃田選手です。彼はリオ・オリンピックに出られれば金メダル争いをできる位の選手でしたが，自らの軽率

な行動のために無期限出場停止処分を受け，オリンピックや各種大会に出場できませんでした。 

ただし，彼はその間ひたすら地道にトレーニングし，基本練習に励み，ボランティア活動やバドミントン

教室の講師として活動しながら，心と身体をしっかり鍛えていました。そのひたむきな努力が認められ，謹

慎処分が解けて，大会に出られるようになりました。すると体力が以前より増し，どこまでもシャトルを追

う粘り強さが身に付き，心を乱さない堂々とした試合ぶりに，私はテレビを見て驚きました。感謝の心をも

ち，あきらめずに努力した桃田選手は，「心・技・体」の備わった素晴らしい選手に成長しました。 

 そんな桃田選手の姿から，迫中生にも，さらなる体力と精神力を身に付けてほしいと思いました。身体を

鍛えることで，怪我をしにくい丈夫な身体を。心を鍛えることで，少しのことでめげない強い心を育てるこ

とができると思います。これは今の迫中生に一番必要なことだと思います。この夏，炎天下の中で行われた

駅伝練習は，心と身体を鍛えるための，まさに迫中生に必要なものだったと思います。駅伝チームは男女と

も２年生がよく引っ張り，１年生もよくついて行きました。とても頑張りましたね。お疲れ様でした。 

 私の２学期の目標のひとつは部活動です。私の

所属する吹奏楽部では，来月の１３日に３年生の

引退コンサートがあります。演奏する５曲は難し

く，苦戦していますが，部長の優菜先輩にはリー

ダーとして部を支えていただき，引っ張ってもら

った感謝の気持ちを込めて，精一杯演奏したいで

す。また，新人大会では野球部の応援に行きます。

中総体では曲を上手く吹けませんでしたが，あれ

からたくさん練習をしたので，その成果を十分出

せるよう頑張ります。                               

      1 年生代表 佐藤 真祈 

 私が２学期に絶対達成したいことのひとつは，

クラスの絆をより深くすることです。 

２学期は迫中祭や合唱コンクールなど，学級の

団結が試される行事が目白押しです。目標に向か

って練習すること，自分たちで協力して行事を盛

り上げることなどで絆を深められるチャンスがた

くさんあります。 

そのチャンスを逃さないように，クラス全員が

一致団結して，一つ一つの行事を楽しみ悔いが残

らないように取り組みたいです。                               

     ２年生代表 澤田 さくら 
 

 

 



 

 

 

                                     

                            

 
                           
 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                                                                                      

 

 ９月１日（土）の朝６：３０～８：００に，ＰＴＡ親子奉仕作業（校庭の除草作業）が行われます。 

今年は猛暑で校庭にたくさんの草が生え，迫中祭や部活動（新人大会の会場になります）に多大な影響が出

そうな状況です。お忙しい中申し訳ありませんが，できるだけ多くの方々にご参加・ご協力をお願いします。 

  

 

                   ＊９月の部活動 ２１日まで 18:00 終了 18:15 完全下校 

                                   ２６日から 17:00 終了 17:15 完全下校 

                           部活動なし・・・７日・１２日・１８日 

 

１日（土） ＰＴＡ親子奉仕作業         １７日（月） 敬老の日 

            地区特別支援作品展～３日（フォルテ）  １９日（水） 全校草取り 

   ３日（月） 生徒集会              ２０日（木） 新人大会激励会 放課後学習室 

   ４日（火） 駅伝報告会             ２２日（土） 郡新人大会 ３年実力テスト 

   ５日（水）  放課後英語楽交 放課後学習室      ２３日（日） 秋分の日 

   ６～７日  １年農業体験 ６日：放課後学習室      ２４日（月） 振替休日 

８～９日  町小中児童生徒美術作品展（船岡小）    ２５日（火） 振替休業日（9/22） 

１１日（火）３年プール               ２６日（水） ２年芸術鑑賞会 放課後英語楽交 

１２日（水）職員会議 放課後学習室 部活動なし    ２７日（木） １年ラベンダー植栽 新人報告会 放課後学習室 

１３日（木）校内弁論大会 吹奏楽部演奏会 放課後学習室   ２８日（金） 中央委員会 

９月の行事予定 

◎中総体県大会 

 女子ソフト部     ２回戦 対不動堂中 １８－８ 勝 準々決勝 対桃生中 ０－１０ 敗 

                                     （ベスト８） 

 女子ソフトテニス部 １回戦 対矢本二中  ０－３ 敗 

 男子剣道部団体 予選リーグ 対七郷中    １－４ 敗  対中新田中 １－３ 敗 

 女子バドミントン部シングルス  大坂ひなた  １回戦 ０－２ 対南小泉中代表 敗 

 男子卓球部シングルス      池田大志   １回戦 ０－３ 対将監東中代表 敗 

 陸上  １年女子１００ｍ 佐藤琉菜 予選敗退 ２年女子１００ｍ 幕田里咲 準決勝進出 

低学年女子４００ｍリレー  予選敗退 共通男子２００ｍ 星 唯翔 予選敗退 

     共通男子走幅跳  岩間洸貴 予選敗退 共通男子走高跳  三浦 瑶 予選敗退 

 水泳  豊川蓮音 女子５０ｍ自由形 予選敗退 女子１００ｍ背泳ぎ 決勝進出（９位） 

◎吹奏楽コンクール県大会  吹奏楽部 小編成の部 銅賞 

◎社会を明るくする運動標語（柴田町） 

 優秀賞  ３年 大町彩乃（標語・・・嫌がらせ 自分がいやなら なぜするの？） 

 上位佳作 ２年 尾本和也（標語・・・気をつけよう 言葉は時に 暴力だ） 

 佳作   ３年 佐藤快音（標語・・・誘惑に 負けない勇気 断る勇気）  

      １年 佐藤真祈（標語・・・自分の手 誰かを救う 優しい手） 

      １年 菅原未愛（標語・・・ネットでの 見えないいじめ やめようよ） 

ＰＴＡ親子奉仕作業（校庭の除草作業）へご協力を！ 

 １０月の迫中祭に向け，私たち生徒会役員は，この夏，実行委員と協力し合い，一人一人が生徒会企画について

多くのアイディアを出すなど，より良いものにしようと努力を積み重ねてきました。また迫中祭は今期のスローガ

ン『「新鮮」「挑戦」「団体戦」』の「３Ｓ精神」を発揮する場であり，今期生徒会の集大成でもあります。私たちは

この行事を必ず成功させ，次期生徒会へのバトンを繋いでいかなければいけません。そのためには，やはり全校生

徒の協力は必要不可欠です。皆でより良い迫中祭を作り上げ，最高な達成感を手に入れましょう。きっとそれは， 

最高の思い出として，一生の宝物となるでしょう。                             

生徒会代表 平井 龍太郎 


